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入学、進級おめでとうございます。昨日１１日（月）に始業式、入学式を行い、１年生

２１名、２年生１６名、３年生１９名、合計５６名で新しい学年がスタートしました。こ

のたびの東日本大震災に伴いまして、休校措置や修了式の中止、始業式・入学式の延期など、多大なる

ご心配をおかけいたしました。ライフラインの復旧や施設設備・通学路の安全確保など、当面の課題を

解決し、おかげ様を持ちまして、昨日無事に学校を再開することができました。保護者の皆様のご理解

とご協力、地域の皆様のご支援に感謝申し上げます。 

さて、昨日の入学式は、このような状況から従来のように来賓の方々をお招きし、在校生全員の出席

のもとに行うことができませんでしたが、新入生２１名は、緊張の中にもやる気に満ちた表情で式に参

加し、立派に入学を許可され、御舘中学校の生徒としての第一歩を踏み出しました。式辞においては、

「夢」や「目標」を持って粘り強く努力してほしいこと、積極的に心と体を鍛えてほしいことを話しま

した。中学校生活に早く慣れ、勉強に運動に一生懸命取り組んでほしいと願っています。 

また、入学式に先立ちまして、午前中には第１学期の始業式を行いました。その中で、「夢」や「目

標」を持ち、その実現に向けて困難に負けず努力を続けてほしいこと、よき先輩、よき仲間として相手

を思いやり、互いに支え合って生活してほしいことを話しました。２、３年生は、先輩方から引き継い

だ思いを胸に、力強い一歩を踏み出してほしいと思います。 

震災の影響から当面困難な状況もありますが、「持ち味」を発揮し、互いに「支え合い」ながら共に

成長していくことを期待しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
  

昨年度実施した学校評価の結果をもとに、学校評議員をはじめ様々な方々からご意見をいただきなが

ら、学校運営の成果と課題を踏まえ、上記のように今年度の教育目標、経営方針、重点目標を立てまし

た。「『信頼』を基盤とした教育の推進」を柱に、「持ち味」と「支え合い」をキーワードとして、教育

目標「夢」の具現に向けて、４つの重点目標を掲げて学校運営にあたっていきたいと考えます。なお、

重点目標具現に向けた実践事項など、詳細につきましては、PTA 総会の折に「学校経営・運営ビジョ

ン」をもとに説明したいと思います。本年度も、本校教育に対する温かいご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。 

 
＜教育目標＞ 「夢」     ＜学校経営方針＞ 

    夢なき者  理想なし       「信頼」を基盤とした教育の推進 
理想なき者 目標なし           ～「持ち味」と「支え合い」の学校を目指して ～ 

    目標なき者 実行なし      ○生徒の成長を第一とする教育を推進します。 

    実行なき者 成果なし      ○家庭や地域と共に歩む学校づくりを推進します。 
    成果なき者 喜びなし     ○生徒のために支え合い、高め合う教職員集団を目指します。 

 

 「夢を持ち、その実現のために根気強く学び合い、支え合い、磨き合う生徒の育成」 

＜重点目標＞ 

 ①目的意識を持ち、根気強く学び、確かな学力を身に付けることのできる生徒を育成する。 
②互いの気持ちや考えを伝え合い、自ら考え行動できる生徒を育成する。  

 ③自分を律し、心身ともに健康で、様々な試練に耐えることのできる生徒を育成する。 
 ④奉仕の心を持ち互いに協力し、助け合いながら進んで集団の向上に貢献できる生徒を育成する。 

平成２３年度のスタートにあたって 

平成２３年度の学校経営について

絆（きずな） 

「信頼」を基盤とした教育の推進 
   ～ 「持ち味」と「支え合い」の学校を目指して ～ 



 

 

 東日本大震災に伴う様々な影響から、本校としましては次のような方針のもと当面の課題解決に向け、家

庭や地域との連携を深めながら教職員一丸となって取り組んでいきますので、ご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。 
 

 

 １ 子どもたちの安全・安心 

  ○ 子どもたちが安全で、安心して学ぶ（生活する）ことができる体制・環境・雰囲気をつくり、指導

を徹底します。 

   ①校舎内外の施設・設備の日常的な安全点検を実施し、早期対応に努めます。 

   ②危険（余震等）に対する予知・回避・対処の指導を徹底します。 

    ・登下校中や外出の際、在校中（立入禁止区域、避難の仕方など）、家庭での過ごし方の指導 

   ③子どもたちの精神面の安定と心のケアに努めます。 

 ２ 学習機会の確保 

  ○ 使用（立ち入り）できない場所があることや控えた方がよい活動がある中で、可能な限り学習機会

を確保し、学力向上を図るとともに、互いに思いやり、支え合う心を育てる指導をします。 

   ①授業について 

    ・未履修内容（休校中の授業内容）の早期指導、当面の特別時間割による授業実施 

    ・教育課程の弾力的な扱い（使用可能な施設の活用、学習内容の入れ替えなど） 

   ②学校行事について 

    ・学校行事の見直し（変更なし・中止・延期・縮小） 

   ③心の教育について 

    ・互いに支え合う心を育む指導（道徳や学級活動、集会などにおいて） 

 ３ 使命感と支え合い（チーム力） 

  ○ 御舘の子どもたちのために、教職員が使命感を持ち、互いに支え合い、チームとして課題に対処し

ます。 

   ①「何とかしよう」という強い使命感 

   ②「持ち味」の発揮と「支え合う」ことによ 

るチーム力の発揮 

  ＜その他＞ 

  ○ 関係機関との連携、保護者との連携と情報 

発信に努めます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

彌彌 

「チーム御舘の力」で乗り越えよう！ 

＜転入・転出職員、教職員組織の紹介＞ 

◎ 転出職員 

講  師 金子 篤史（郡山第五中学校へ） 

◎ 転入職員 

 講  師 浦山 真実（新採用） 

◎ 平成２３年度教職員組織（担当教科） 

 校  長     塚本 英樹 

 教  頭     半沢 一寛（技術） 

 教務主任     阿部 浩美（理科） 

 １学年主任・担任 星 美佐子（保健体育、美術）

 ２学年主任・担任 三留 優子（音楽、家庭） 

 １・２学年副担任 浦山 真実（英語） 

 ３学年主任    角田 秀樹（数学） 

 ３学年担任    安齋 健一（国語） 

 講  師     武田 裕史（社会） 

 養護教諭     大川原桃子 

 主  査     郡司 洋子 

調 理 員     今泉 恵子 

 給 食 員     吉田ナミコ 

 用 務 員     五十嵐勝彌 

 スクールカウンセラー   吉田 純子 

 スーパーティーチャー   菊田 恵美（美術） 

※ どうぞよろしくお願いいたします。なお、平成２３年

度人事異動が延期され、８月１日となる予定です。 

東日本大震災に伴う対応について 

 
   
１１（月） 第１学期始業式 入学式 

１２（火） 身体測定 新入生歓迎会  

１３（水） 避難訓練 ＰＴＡ三役会 

１５（金） 心電図検査（１年） 奉仕委員会  

１８（月） 給食再開 内科検診・結核検診 

１９（火） 尿検査 交通安全教室 

２１（木） 耳鼻科検診 

２４（日） 授業参観 ＰＴＡ総会 学年懇談会 

      ＰＴＡ三役会 

２５（月） 眼科検診 

２６（火） ～ 繰替休業日 ～ 

２８（木） 部活動結成会 

２９（金） ～ 昭和の日 ～ 
 
※ 変更になる場合がありますので、ご了承下さい。

※ １２日（火）から１５日（金）までは弁当持参と

なりますので、よろしくお願いします。 

４ 月 の 行 事 予 定

※ 今年度の学校だよりを「絆（きずな）」としました。常に「絆」の大切さを感じながら教育にあたっていきたいと思います。 


